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「
力
を
地
域
社
会
奉
仕
に
！
」 

 
 
 
 
 
 
 

 
｢

ウ
ィ･

サ
ー
ブ｣

と
は
通
常
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
や
境
の
ニ
ー
ズ
を
生
か

す
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
皆
さ
ん
は
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
？ 

各
地
域
社
会
が
抱
え
て
い
る
最
大
の
ニ
ー
ズ
の

一
つ
は
、
実
は
奉
仕
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
困
難
な
時
代
に
は
、
寛
大
で
思
い
や

り
に
満
ち
た
人
々
が
共
感
と
善
意
を
行
動
に
移

し
、
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
で
す
。 

思
う
に
、
人
々
は
有
意
義
な
存
在
と
し
て
世
界

に
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
隣
人
や
友
人
も
、
こ
の
普
遍
的
な
ニ

ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

は
、
各
地
域
社
会
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
と
同
様
に
、
そ
れ
を
満
た
す
完
璧
な
手
段
で
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
ク
ラ
ブ
自
体
が
地
域
社
会
と
会
員
に
と
っ
て
有
意
義
な
存
在
で
な
け
れ
ば
、

こ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
社
会
の
最

も
差
し
迫
っ
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

世
界
の
改
善
に
向
け
て
革
新
的
な
方
法
を
編
み
出
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

会
員
た
ち
は
何
か
新
し
い
こ
と
に
進
ん
で
取
り
組
み
、
大
事
業
に
乗
り
出
す
勇
気
と
熱

意
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？ 

皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
に
参
加
し
た
い
と
い
う
会
員
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

各
地
域
社
会
と
世
界
の
最
大
か
つ
最
も
緊
急
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
は
革
新
的
な
解
決
策
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
国
際
会
長
と
し
て
各
地
域
を
訪
問

す
る
中
で
、
私
は
い
く
つ
か
の
驚
く
べ
き
例
を
眼
の
あ
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

ま
さ
に
奇
跡
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
す
。 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
奇
跡
は
、
戦
争
や
暴
力
に
よ
っ
て
ひ
ど
く
傷
つ
け
ら
れ
た
世
界
中

の
数
百
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
生
活
と
癒
し
の
場
所
を
得
た
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
オ
ー

バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
平
和
村
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
母
国
で
は
不
可
能
だ
っ
た
治
療
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
生
ま
れ
て
初
め
て
、
平
和
で
安
全
な
環
境
の
中
で
数
ヶ
月
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

平
和
村
は
多
く
の
人
々
の
世
界
的
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
ま
す
が
、
奇
跡
と
は

個
々
そ
れ
ぞ
れ
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
角
膜
移
植
に
よ
っ
て
視
力
を

回
復
し
た
二
十
六
歳
の
女
性
に
出
合
い
ま
し
た
。
初
め
て
は
っ
き
り
と
我
が
子
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
と
、
彼
女
は
喜
び
の
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
実
現
し
た
奇
跡
で
す
。
効
果
的
な
有
意
義
な
奉
仕
活
動
は
、

正
当
な
評
価
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
尊
敬
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
（
Ｅ
レ
タ
ー
か
ら
） 

国
際
会
長 

ア
ル
バ
ー
ト
Ｆ
・
ブ
ラ
ン
デ
ル 

 

～Miracles Through Service～ 



 
    

Ｙ
Ｅ
・
国
際
協
調
委
員
会 

委 

員 

長 

山 

下 

泰 

司 

平
成
21
年
３
月
20
日(

金
曜
日)
午
後
７
時 

「
い
ろ
は
亭
」
で
の
第
一
〇
八
〇
回
例
会
に

お
い
て
Ｙ
Ｅ
・
国
際
協
調
委
員
会
主
催
に
よ
り
民
族
音
楽
を
通
じ
、
中
日
友
好
国
際
交

流
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
２

名
、
ゲ
ス
ト
参
加
者
10
名
、
多
数
の
会
員

の
出
席
の
も
と
に
例
会
会
議
終
了
後
、
二

胡
演
奏
会
を
演
奏
者
中
国
の
「
連 

仲

友
」
様
を
お
迎
え
し
約
45
分
か
け
て
、
二

胡
の
楽
器
の
紹
介
、
音
楽
の
内
容
説
明
、

演
奏
、
中
国
歴
史
の
紹
介
等
を
し
て
頂
き

な
が
ら
九
曲
の
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

演
奏
者
「
連 

仲
友
」
様
は
一
九
五
六
年
北
京
で
生
ま
れ
、
北
京
外
国
語
大
学
卒
業
。

平
成
4
年
来
日
留
学
、
香
川
大
学
大
学
院
、
徳
島
文
理
大
学
大
学
院
終
了
。
平
家
物
語

な
ど
の
日
本
の
古
典
の
研
究
で
日
本
の
文
学
博
士
号
を
修
得
。
幼
少
3
歳
頃
か
ら
両
親

に
二
胡
の
民
族
楽
器
を
習
わ
れ
て
現
在
に
至
る
。 

そ
の
た
め
、
中
国
人
で
日
本
在
住
に
お
け
る
二
胡
の
演
奏
は
第
一
人
者
で
あ
り
ま
す
。 

驚
い
た
こ
と
に
、
連
様
は
長
尾
と
は
大
変
に
縁
が
深
く
、
故
L
谷
先
生
に
平
成
5
年
、

日
本
で
の
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
。 

香
川
県
で
は
現
在
、
香
川
大
学
研
究
員
に
着
任
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
で
二
胡
の
指
導
を
し
、

県
内
で
多
数
の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

胡
楽
器
の
説
明
が
あ
っ
た
、
胡
楽
器
に
は
二
胡
以
外
に
蛇
の
皮
で
出
来
て
い
る
「
中

胡
」
、
や
し
の
木
皮
・
板
で
出
来
て
い
る
「
板
胡
」
、
竹
・
蛇
の
皮
で
出
来
て
い
る

「
京
胡
」
の
4
種
類
が
あ
り
、
演
奏
曲
に
よ
り
楽
器
の
使

い
分
け
を
し
て
い
る
。 

た
と
え
ば
、
日
本
人
が
よ
く
知
っ
て
い
る
京
劇
に
使
用
す

る
胡
楽
器
は
「
京
胡
」
だ
そ
う
で
す
。 

さ
て
、
演
奏
曲
は
9
曲
演
奏
し
て
頂
き
ま
し
た
。
曲
の

演
奏
に
当
た
っ
て
は
日
本
の
名
曲
「
宵
待
ち
草
」
・
「
朧

月
夜
」
・
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
」
・
「
琵
琶
湖
周

航
の
歌
」
は
二
胡
楽
器
を
使
用
、
中
国
の
名
曲
「
草
原
情

歌
」
・
「
思
い
出
の
曲
」
は
板
胡
楽
器
を
使
用
、
「
覇
王

別
姫
」
は
京
胡
を
使
用
、
日
本
の
懐
か
し
い
名
曲
「
ゴ
ン

ド
ラ
の
歌
」
は
中
胡
を
「
蘇
州
夜
曲
」
は
二
胡
を
使
用
し
、

と
て
も
感
銘
深
い
演
奏
で
し
た
。 

特
に
中
国
歴
史
文
化
に
お
い
て
有
名
な
「
草
原
情
歌
」
は
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ

ン
の
舞
踊
の
曲
で
あ
り
、
「
覇
王
別
姫
」
は
2
千
年
前
の
清
王
朝
が
滅
亡
し
た
後
の
時

代
を
背
景
に
し
た
曲
だ
そ
う
で
す
。 

演
奏
中
は
、
会
場
は
と
て
も
静
か
に
全
員
が
聴
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
中
日
友
好
交
流
演
奏
会
は
大
変
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
、
こ
の
演
奏
会
を
開

催
実
施
す
る
に
当
た
り
、
最
後
に
香
川
県
国
際
交
流
協
会
の
多
大
な
る
ご
協
力
と
中
川

会
長
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

-１- 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 



    

文
学
博
士
・
二
胡
奏
者 

連 
 

仲 

友 
  

去
る
三
月
二
十
日
春
分
の
日
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
合
に
招
待
さ
れ
、
中

国
の
民
族
楽
器 

二
胡
、
京
胡
、
板
胡
、
中
胡
を
用
い
て
、
蘇
州
夜
曲
や
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄

な
ど
九
曲
を
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

演
奏
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
と
交
流
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

格
調
高
い
会
で
の
演
奏
は
と
て
も
恐
縮
に
感
じ
る
と
同
時
に
、
何
よ
り
「
長
尾
」
と

い
う
街
で
の
演
奏
は
感
無
量
で
し
た
。 

 

実
は
、
十
何
年
前
に
香
川
に
参
り
ま
し
て
、
は
じ
め
て
「
二
胡
の
演
奏
会
」
を
開
い

た
の
は
こ
の
長
尾
町
（
現
・
さ
ぬ
き
市
長
尾
）
で
で
し
た
。
そ
の
後
香
川
県
を
中
心
に

演
奏
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
長
尾
で
の
初
舞
台
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

ま
た
、
中
川
会
長
に
は
十
年
前
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
川
会
長
は
香

川
県
国
際
交
流
課
長
で
あ
っ
た
時
代
、
香
川
県
と
中
国
と
の
交
流
は
非
情
に
盛
ん
で
、

通
訳
の
機
会
な
ど
勉
強
の
機
会
を
多
く
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て
中

川
会
長
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
で
す
。 

 

最
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
故 

谷
利
一
先
生
（
元 

香
川
大
学
農
学
部
教
授
）
の
こ

と
で
す
。
留
学
生
時
代
、
谷
先
生
は
私
の
身
元
引
受
人
で
し
た
。
息
子
の
よ
う
に
可
愛

が
っ
て
く
だ
さ
り
、
お
正
月
は
い
つ
も
こ
の
長
尾
に
あ
る
先
生
宅
で
過
ご
し
ま
し
た
。 

谷
先
生
は
今
も
天
国
で
私
の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

「
人
と
人
、
人
と
土
地
と
の
出
会
い
」
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
て

の
演
奏
で
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
先
賢
の
ご
恩
を
肝
に
銘
じ
、
古
い
よ
し
み
を
忘
れ
ず
、
新
し
い
出
会
い

を
大
事
に
し
て
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 
 
 

 
 

 

  

※ 

胡
弓

こ
き
ゅ
う

（
胡こ

琴き
ん

）
＝ 

二に

胡こ

、
京

き
ょ
う

胡こ

、
板ば

ん

胡こ

、
中
胡

ち
ゅ
う
こ

が
あ
る
。 

 
 

・ 

二 

胡 

① 

＝ 

堅
い
木
と
錦
蛇
の
皮
で
作
ら
れ
て
お
り
、
人
の
声
に
近
い
音 

が
出
る
。 

・ 

京 

胡 

② 

＝ 

竹
と
黒
蛇
の
皮
で
作
ら
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
伝
統
芸
能
の 

「
京
劇
」
の
伴
奏
用
に
使
わ
れ
て
お
り
、
現
在
は
一
般
の
音
楽
演 

奏
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

・ 

板 

胡 

③ 

＝ 

椰
子
の
実
の 

 

殻
に
桐
を
張
り
作 

ら
れ
て
お
り
、
非 

情
に
澄
ん
だ
音
が 

出
る
。 

 
 

・ 

中 

胡 

④ 

＝ 

作
り
は
二
胡

と
同
じ
。
二
胡
よ

り
も
ひ
と
ま
わ
り

大
き
く
作
ら
れ
て

お
り
、
音
も
低
い
。

日
本
人
の
好
み
に
合
う
か
も
。 

① ④ 

② 

３ 

-２- 

初心に返って ウィサーブ 



       
 
 

 
 

と 

き 
 

平
成
二
十
一
年
四
月
十
一
日
（
土
）
・
十
二
日
（
日
） 

 
 

と
こ
ろ 

 

記
念
ゴ
ル
フ
大
会 

高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
出
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満
濃
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

 
 
 
 
 
 
 

大 

会 

式 

典 

坂
出
市
立
体
育
館 

  

今
日
は
、
地
区
年
次
大
会
の
開
催
日
。
大
会
参
加
の
わ
が
ク
ラ
ブ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

は
午
前
十
一
時
頃
出
発
。
乗
車
地
近
く
の
長
尾
小
学
校
校
庭
の
桜
も
ほ
と
ん
ど
散
っ

て
、
葉
桜
の
季
節
に
移
り
、
ま
ぶ
し
い
陽
光
の
降
り
注
ぐ
讃
岐
路
を
西
へ
。
今
回
の

大
会
は
、
瀬
戸
内
の
海
峡
の
街
・
坂
出
市
で
開
か
れ
た
。
一
行
の
メ
ン
バ
ー
は
、
先

行
の
代
議
員
メ
ン
バ
ー
と
坂
出
市
立
体
育
館
で
合
流
し
、
総
勢
二
十
三
名
。 

 

大
会
前
日
に
は
、
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
な
ど
で
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、

わ
が
ク
ラ
ブ
か
ら
八
名
の
精
鋭
メ
ン
バ
ー
が
参
加
、
活
躍
さ
れ
た
。 

ま
た
、
「
日
韓
親
善
国
際
交
流
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
３
５
４
━
Ｄ

地
区
よ
り
羅
総
裁
ご
夫
妻
は
じ
め
大
勢
の
皆
様
が
遠
路
は
る
ば
る
来
日
さ
れ
て
楽
し

い
歓
迎
会
と
な
っ
た
と
う
か
が
っ
た
。 

 

大
会
当
日
の
十
二
日
は
、
午
前
中
に
指
名
選
挙
会
、
代
議
員
分
科
会
、
代
議
員
総

会
が
開
か
れ
、
Ｌ
．
中
川
宜
興
は
じ
め
７
名
の
皆
様
が
参
加
し
、
熱
心
な
協
議
が
行

わ
れ
た
。
午
後
に
は
、
四
国
全
域
か
ら
１
５
５
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
相
集
い
、
坂

出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
総
決
算
と
位
置
づ
け
た
大
会
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 
 
 

「 

“
夢
無
限
”
海
橋
と
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
の
都
で 

W
e serve

 

」 
 

大
会
式
典
は
、 

①
先
ず
、
「
ウ
エ
ル
カ
ム
ビ
デ
オ
」
の
上
映

か
ら
始
ま
り
、
山
地
章
靖
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
、

こ
の
１
年
間
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
、
ガ
バ
ナ

ー
ズ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
叡
智
と
勇
気
・
誇
り
を

持
っ
て 

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
精
神
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

②
式
典
壇
上
に
は
、
真
鍋
武
紀
香
川
県
知
事

を
初
め
大
勢
の
来
賓
や
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ト
メ

ン
バ
ー
が
居
並
ぶ
中
、
い
よ
い
よ
山
地
章
靖

地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
華
々
し
く
入
場
さ
れ
、
開

会
ゴ
ン
グ
・
開
会
宣
言 

③
大
会
委
員
長 

Ｌ
・
鈴
木 

巌
の
歓
迎
の

こ
と
ば
に
続
き
、 

④
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
と
年
次
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
年
次
報
告
で
は
、 

 

地
区
運
営
基
本
方
針
と
し
て
、
年
度
当
初
に
１
２
項
目
を
提
示
し
、
さ
ら
に
は
重

点
項
目
と
し
て
次
の
３
点
の
推
進
を
お
願
い
し
た
。 

 
「
そ
の
１
は
、
会
員
増
強
と
し
て
地
区
内
全
ク
ラ
ブ
純
増
２
名
の
目
標
達
成 

 
 

そ
の
２
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
エ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進 

 
 

そ
の
３
は
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
の
た
め
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
会

の
実
施
」 

 
 

そ
の
２
お
よ
び
３
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
着
実
に
事

-３- 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 



 

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
、
何
年
か
先
に
は
必
ず
効
果
が
現
れ
る
こ
と

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

そ
の
１
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
会
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
に
新
会
員
の
招
請
を
積
極
的
に
進
め
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
退
会
者
が
多
く
会
員
増
強
に
繋
が
ら
な
い
厳
し
い
現
実
が

あ
る
も
の
の
、
「
私
は
残
さ
れ
た
任
期
の
最
後
ま
で
最
善
を
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。
」
と
の
意
欲
を
示
さ
れ
た
。 

⑤
式
典
行
事
は
進
み
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ズ
ア
ワ
ー
ド
の
発
表
並
び
に
表
彰
に
移
っ
た
。

今
大
会
で
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。 

 

わ
が
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
受
賞
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。 

[

ク
ラ
ブ
表
彰
部
門] 

・ 

特
別
ク
ラ
ブ
功
労
賞 

・ 

指
導
力
育
成
賞 

・ 

会
報
優
秀
賞 

（
金
賞
） 

・ 

Ｍ
Ｊ
Ｆ
賞 

 

（
銀
賞
） 

・ 

あ
り
が
と
う
ハ
ガ
キ
メ
ッ
セ
ー
ジ
賞 

（
優
秀
賞
） 

・ 

国
際
交
流
賞
（
Ａ
）
海
外
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結
と
交
流 

（
金
賞
） 

・ 

国
際
交
流
賞
（
Ｃ
）
そ
の
他
特
に
貢
献
の
著
し
い
も
の
（
銀
賞
） 

・ 

Ｉ
Ｔ
特
別
賞 

（
金
賞
） 

 

「
個
人
表
彰
部
門
」 

・ 

特
別
功
労
ラ
イ
オ
ン
賞 

 

Ｌ
．
山
本
功
一 

・ 

連
続
例
会
出
席
賞 

 
 

 

Ｌ
．
十
河
信
義 

・  

・ 

地
区
年
次
大
会
出
席
努
力
賞 

２
０
回
Ｌ
．
田
中
克
己 

１
０
回
藤
沢
健
三 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

５
回
Ｌ
．
中
川
宜
興 

Ｌ
．
山
下
泰
司 

・ 

Ｍ
Ｊ
Ｆ
現
況
報
告 

七
回
Ｌ
．
田
中
克
己 

六
回
鶴
居
健 

五
回
松
原
典
士 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

三
回
Ｌ
．
村
尾
良
明 

二
回
入
谷
武 

 [

一
般
表
彰] 
 

 

さ
ぬ
き
里
山
会
会
長 

 

前
田 

征
四
郎
さ
ん 

 
 
 

 
 
 

※ 

昨
年
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
四
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て

大
鉢
山
に
国
旗
掲
揚
台
を
設
置
し
た
。
祝
祭
日
に
国
旗
掲
揚
を
行

う
協
力
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

⑥
次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
と
し
て 

 

８
Ｒ
２
Ｚ 

徳
島
城
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

Ｌ
．
武
久 

一
郎 

の
選
任
発
表
が
あ
り
、
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

⑦
最
後
に
次
期
年
次
大
会
開
催
地
は
「
徳

島
市
・
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
情
熱
と
実
行
そ
し
て
感

動
で 

Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
の
発
表

が
あ
り
、
来
年
徳
島
市
で
の
再
開
を
約
束

し
て
閉
会
と
な
っ
た
。 

 
 

 

（
Ｌ
．
多
田
敏
雄 

記
） 

 
今
大
会
で
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
受
賞
し
た
賞
は
次
の
通
り
で
す
。 

次期開催地にバトンタッチ 

特別クラブ功労賞・ 
受賞・中川会長 Ｌ 十河信義氏受賞 

-４- 

初心に返って ウィサーブ 



                           

    

Ｍ 

Ｊ 

Ｆ 

賞 
 

銀 

賞 
会  

報  

優  

秀  

賞 
 

金 

賞 
 

国
際
交
流
賞 

 

金 

賞 
 

Ａ 

海
外
姉
妹
ク
ラ
ブ
締
結
と
交
流 

特 

別 

ク 

ラ 

ブ 

功 

労 

賞 
 

 

Ｉ 

Ｔ 

特 

別 

賞 
 
 

金 

賞 
 

国
際
交
流
賞 

 

銀 

賞 
 

Ｃ 

そ
の
他
特
に
貢
献
の
著
し
い
も
の

-５- 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 



 

 

個 

人 

表 

彰 
 
 

・ 

地
区
年
次
大
会
出
席
努
力
賞 

・ 

田 

中 

克 

己
（
二
十
回) 

・ 

藤 

沢 

健 

三
（
十
回) 

 

・ 

山 

下 

泰 

司
（
五
回
） 

 

 

今
年
度
は
、
各
会
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
・

そ
し
て
一
致
団
結
し
た
活
動
に
よ
り
、
素
晴
ら

し
い
評
価
を
戴
き
、
数
多
く
の
賞
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

長
尾
Ｌ
Ｃ
会
長 

中
川
宜
興 

-６- 

 

あ
り
が
と
う
ハ
ガ
キ
メ
ッ
セ
ー
ジ
賞 

 
 
 
 
 

優 

秀 

賞 

指 

導 

力 

育 

成 

賞 
 

 

一
般
表
彰 

前
田
征
四
郎
様 

（
さ
ぬ
き
里
山
会
会
長
） 

年次大会誌 

初心に返って ウィサーブ 

特
別
功
労
ラ
イ
オ
ン
賞 

 
 
 
 
 
 

山
本 

功
一
様 

特
別
功
労
ラ
イ
オ
ン
賞 

 
 
 
 
 
 

山
本 

功
一
様 



 

記
念
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
年
次
大
会
記
念
イ
ベ
ン
ト
） 

  

地
区
年
次
大
会
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
が
四
月
十
一
日(

土)  

高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

坂
出
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
等
の
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
晴
れ
で
、
気
温
２
５
度
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
場
で
１
４
７
人
出
席
の
も
と
、
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
長
尾
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
、
尾
崎
正
一
、
土
草
繁
夫
、
冨
田
義
雄
、
中
川
宜
興
、
藤
沢
健

三
、
村
尾
良
明
、
渡
辺
稔
、
そ
し
て
私
を
含
め
八
人
の
参
加
者
で
し
た
。 

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
香
川
県
で
は
一
番
古
い
、
手
作
り
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
誕
生
し
た

名
門
コ
ー
ス
で
、
標
高
の
高
い
城
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
山
の
上
に
位
置
し
、
瀬
戸
大

橋
・
番
の
州
工
業
団
地
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
見
え
る
と
て
も
風
景
の
い
い
と
こ
ろ
で

す
。
ま
だ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
満
開
で
し
た
。
午
前
８
時
１
６
分
プ
レ
ー
開
始
し
ま
し
た
。

我
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
八
名
は
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
目
指
し
、
は
り
き
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
午
前
中
の
プ
レ
ー
が
終
わ
っ
た
の
が
一
〇
時
三
〇
分
頃
で
し
た
。 

こ
の
ゴ
ル
フ
場
で
は
各
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
一
八
ホ
ー
ル
に
コ
ー
ス
番
号
以
外
に
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
て
、
例
え
ば
「
大
菩
薩
」
・
「
天
の
川
」
・
「
馬
の
せ
」
等
の
名
称
が

あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
、
と
て
も
変
わ
っ
た
ゴ
ル
フ
場
で
す
。 

昼
食
は
と
て
も
美
味
し
い
名
物
料
理
を
、
各
人
午
前
中
の
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
談
議
を
し

な
が
ら
一
時
間
程
食
し
て
、
午
後
の
プ
レ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
プ
レ
ー
が
終
了
し
た
の
が
午
後
二
時
三
〇
分
頃
で
し
た
。 

参
加
者
全
員
、
熱
さ
の
た
め
に
と
て
も
疲
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

翌
日
が
成
績
発
表
日
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
今
日
は
、
ゴ
ル
フ
場
で
解
散
し
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。 

 

四
月
十
二
日(

日)

の
式
典
大
会
当
日
、
成
績

発
表
が
午
前
中
に
あ
り
、
当
ク
ラ
ブ
の
参
加

者
半
数
が
入
賞
し
、
豪
華
な
賞
品
を
頂
き
ま

し
た
。 

因
み
に
長
尾
Ｌ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
の
成 

績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

三
十
位 

 

Ｌ 

冨
田
義
雄 

三
十
六
位 

Ｌ 

渡
辺 

稔 

六
十
一
位 

Ｌ 

中
川
宜
興 

六
十
二
位 

Ｌ 

村
尾
良
明 

六
十
九
位 

Ｌ 

土
草
繁
夫 

七
十
三
位 

Ｌ 

藤
沢
健
三 

八
十
位 

 

Ｌ 

尾
崎
正
一 

私
の
成
績
は
言
う
に
及
ば
ず
で
し
た
。 

 
 

（
Ｌ 

山
下
泰
司 

記
） 

        

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 

-７- 

高松カントリー倶楽部・城山コース 

美
し
い
瀬
戸
内
海
が
見
下
ろ
せ
る
自
然

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
城
山
コ
ー
ス 



      

去
る
三
月
二
十
二
日(
日)

さ
ぬ
き
市
長
尾
西 

 

「
い
ろ
は
亭
」
で
三
三
六
―
Ａ
地
区
４
Ｒ
―
３ 

 

Ｚ
第
三
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と
な
り

「
第
三
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

主
催
者
と
し
て
４
Ｒ
―
３
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ 

Ｌ
笠
井
桂
氏

を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て
４
Ｒ
／
Ｒ
Ｃ 

Ｌ
七
條
章
氏

や
四
人
の
地
区
役
員
が
出
席
し
会
議
を
開
き
ま
し
た
。 

わ
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
４
Ｒ
―
Ｐ
Ｒ
・
ラ

イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大
会
参
加
委
員
Ｌ
．
鶴
居
健
、
会
長
Ｌ
．
中
川
宜
興
、
幹
事
Ｌ
．
松

原
典
士
、
会
員
理
事
Ｌ
．
田
中
克
己
並
び
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
Ｌ
．
六
車
誠
司
が

出
席
し
ま
し
た
。 

 

諮
問
委
員
会
の
主
な
議
題
討
議
と
し
て 

① 

会
長
・
ク
ラ
ブ
運
営
の
良
か
っ
た
点
、
反
省
点
に
つ
い
て 

② 

幹
事
・
思
い
出
に
残
る
奉
仕
活
動
に
つ
い
て 

③ 

会
計
・
会
計
上
の
注
意
点
、
意
見
に
つ
い
て 

④ 

会
員
理
・
最
終
の
会
員
見
込
み
数
に
つ
い
て 

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
の
中
で
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
会
長 

Ｌ
中
川
宜
興
が
、
先
ず
当

ク
ラ
ブ
四
十
五
周
年
記
念
式
典
に
各
ク
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
を
頂
き
大
成
功
し

た
と
の
報
告
と
併
せ
て
、
数
多
く
の
記
念
事
業
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
た
多
く
の
方
に

感
動
を
与
え
た
と
報
告
を
し
ま
し
た
。 

第
二
議
題
に
つ
い
て
は
、
幹
事 

Ｌ
松
原
典
士
は
、
奉
仕
活
動
で
は
な
い
が
四
十
五
周

年
記
念
誌
編
集
委
員
（
長
）
の
一
員
と
し
て
苦
労
は
あ
っ
た
が
、
思
い
描
い
て
い
た
以

上
の
記
念
誌
が
発
行
で
き
た
こ
と
と
、
奉
仕
活
動
と
し
て
会
員
各
位
の
賛
同
を
得
て
従

来
の
事
業
を
継
続
で
き
た
喜
び
に
加
え
、
今
年
度
特
に
ク
ラ
ブ
と
し
て
地
域
の
方
々
に

も
呼
び
か
け
て
い
る
国
旗
掲
揚
運
動
の
集
大
成
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
エ
リ
ア
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
大
鉢
山
山
頂
に
国
旗
掲
揚
台
を
設
置
し
、
日
の
丸
の
国
旗
を
会
員
や
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
共
に
祝
祭
日
に
は
掲
げ
、
国
旗
掲
揚
運
動
の
一
助
と
な
り
好
評

を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

第
三
議
題
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
た
め
会
計
が
欠
席
し
て
い
ま
し
た
が
、
幹
事
が
代

理
と
し
て
発
表
。
会
員
の
減
少
傾
向
が
続
く
な
か
、
固
定
支
出
枠
も
あ
り
厳
し
い
会
計

処
理
が
続
い
て
い
る
が
、
会
員
の
ご
協
力
に
よ
り
定
例
会
で
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

ど
う
に
か
均
衡
が
図
ら
れ
て
い
る
と
報
告
し
ま
し
た
。 

第
四
議
題
に
つ
い
て
は
、
会
員
理
事 

Ｌ
田
中
克
己
は
、
委
員
会
（
会
員
・
会
員
維

持
・
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
指
導
力
育
成
）
や
運
営
委
員
会
に
複
数
回
諮
り
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
が
、
新
入
会
員
の
候
補
者
が
多
数
上
が
っ
て
い
る
が
増
員
・
入
会
は
少
し
先
に
な
り

そ
う
だ
と
報
告
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
報
告
事
項
と
し
て 

① 

Ｚ
Ｃ 

Ｌ
．
笠
井
桂
氏
か
ら
第
三
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
報
告 

② 

会
長 

Ｌ
．
中
川
宜
興
か
ら
３
Ｚ
の
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
長
尾
ラ
イ

-８- 
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オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
内
の
前
山
お
へ
ん
ろ
交
流
サ
ロ
ン
前
に
石
碑
建
立
を
準
備
し
て

お
り
、
４
月
中
に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
４
Ｒ
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
研
究
会
の
参
加
報
告
と
し
て
、
わ
が
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
し
た
Ｌ
．
森
川

康
生
氏
の
研
修
内
容
、
感
想
等
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。 

③ 

第
四
十
一
回
ゾ
ー
ン
年
次
会
に
つ
い
て
は
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。 

④ 

そ
の
他 

出
席
し
た
各
ク
ラ
ブ
か
ら
年
度
末
を
間
近
に
控
え
て
実
の
あ
る
発
表
が

あ
り
、
ク
ラ
ブ
間
の
親
交
も
深
ま
り
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

次
回
は
、
４
Ｒ
新
旧
地
区
・
ク
ラ
ブ
役
員
引
継
会
・
第
四
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委

員
会
と
し
て
、
六
月
二
十
七
日
（
土
）
に
高
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ホ
ス
ト
ク
ラ

ブ
と
な
り
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

（
幹
事 

松
原
典
士 

記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
四
月
三
日
、
大
川
オ
ア
シ
ス
で
選
挙
例
会
・花
見
例
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
桜
の
開
花
宣
言
が
早
く
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
冷
え

込
み
で
満
開
の
見
頃
は
例
年
並
み
と
な
り
、
花
見
例
会
に
相
応
し
い
日
取
り
と
な
り
ま
し
た
。  

大
部
分
の
方
は
、
手
配
さ
れ
た
送
迎
バ
ス
で
の
会
場
入
り
で
し
た
。 

 
 

会
場
に
到
着
す
る
と
先
ず
、
『ビ
ー
ル
銘
柄
当
て
』会
と
な
り
ま
し
た
。 

四
種
類
の
ビ
ー
ル
の
銘
柄
を
当
て
る
の
で
す
が
、
常
日
頃
飲
ん
で
い
る
は
ず
で
す
が
そ
れ
が
な

か
な
か
難
し
く
、
全
て
の
銘
柄
を
飲
み
当
て
た
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
者
三
十

人
中
四
銘
柄
と
も
は
ず
れ
た
人
が
十
名
も
お
り
、
全
体
の
三
十
六
％
を
占
め
ま
し
た
。
因
み

に
二
銘
柄
当
て
た
人
が
八
名
（
全
体
の
二
十
八
％
）
、
一
銘
柄
し
か
当
た
ら
な
か
っ
た
人
は
十

一
名
（全
体
の
三
十
六
％
）い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
見
る
限
り
で
は
、
味
に
う
る
さ
い
と

言
う
割
に
は
、
み
ん
な
の
舌
も
千
差
万
別
（あ
て
に
な
ら
な
い
）の
感
が
し
ま
し
た
。
た
だ
、
銘

柄
が
は
ず
れ
た
度
合
い
に
よ
り
、 

 

な
に
は
と
も
あ
れ
、
喉
ご
し
の
ビ
ー
ル
が
美
味
し
く
な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ

も
飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
！ 

軽
く
喉
が
潤
っ
た
と
こ
ろ
で
例
会
が
始
ま
り
、
選
挙
会
報
告
に
先
立
ち
、
４
Ｒ
、
Ｐ
Ｒ
・ラ
イ

オ
ン
ズ
情
報
・大
会
参
加
委
員 

Ｌ 

鶴
居
健
氏
よ
り
次
の
情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
今
晩
は
！ 

今
日
は
こ
の
後
、
開
催
さ
れ
ま
す
選
挙
会
で
次
期
執
行
部

が
選
出
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
期
役
員
の
皆
様
の

ご
活
躍
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
七
月
第
一
例
会
で
４
Ｒ
地
区
委
員
就
任
の
挨
拶
を
さ
せ
て
戴
い
て
九
ヶ
月
、
私

の
任
期
も
残
り
三
ヶ
月
、
第
四
コ
ー
ナ
ー
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
間
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪

問
、
三
回
に
わ
た
る
Ｐ
Ｒ
委
員
会
、
十
二
回
の
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
等
々
の
会
議
、
直
島
Ｌ

Ｃ
・
小
豆
島
Ｌ
Ｃ
・
三
木
さ
ぬ
き
Ｌ
Ｃ
・
長
尾
Ｌ
Ｃ
高
松
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ
の
各
週
年
記
念
式
典
、

第
四
十
七
回
東
洋
・
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、
五
十
回
の
行
事
に
参
加
、
一
番
山
場
と

言
え
る
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・ア
ワ
ー
ド
審
査
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

地
区
委
員
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
Ｐ
Ｒ
委
員
の
担
当
で
、
３
３
６-

Ａ
地
区
の
１
５

６
Ｌ
Ｃ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
会
報
誌
に
目
を
通
す
こ
と
で
他
リ
ジ
ョ
ン
、
ゾ
ー
ン
Ｌ
Ｃ
の
ク

ラ
ブ
運
営
、
事
業
の
内
容
等
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
長
尾
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
運
営
に
役
立
た
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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現
在
は
、
次
期
へ
の
引
継
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、 

 

次
期
４
Ｒ
・Ｒ
Ｃ
は 

２
ゾ
ー
ン
、
八
栗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

Ｌ 

稲
崎
国
延
氏 

 
 
 
 

３
Ｚ
・Ｚ
Ｃ
は 

三
木
さ
ぬ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

Ｌ 

内
原 

巧 

 
 
 
 

４
Ｒ
の
地
区
役
員
に
つ
い
て
は
、
３
ゾ
ー
ン
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

環
境
保
全
・保
健
福
祉
委
員
と
し
て
、 

志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

Ｌ 

植
村
義
隆
氏 

が
内
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
簡
単
で
す
が
、
地
区
委
員
と
し
て
の
報
告
と
、
残
り
３
ヶ
月
、
最
後
ま
で
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ご
挨
拶
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

地
区
委
員
・Ｌ 

鶴
居
健
氏
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
い
て
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
次

期
（二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
）執
行
部
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会 

長
・ 

尾 

崎 

正 

一 
 

幹 

事
・ 

中 

村 

聖 

二 
 

会 

計
・ 

三 

木 

啓 

司 

テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー
・ 

国 

方 

弘 
 
 

 

テ
ー
マ
ー
・ 

林 

誠 
二 

 
 

さ
て
、
例
会
も
無
事
に
終
わ
り
、
場
所
を
移
動
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
で
す
。 

懇
親
会
会
場
に
は
桜
が
見

事
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て

お
り
、
Ｌ 

冨
田
義
雄
前
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
、

花
見
気
分
を
味
わ
い
な
が

ら
の
宴
と
な
り
ま
し
た
。 

 

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
長
尾
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
特
注
の

「花
見
八
角
弁
当
」。 

最
後
は 

Ｌ 

入
谷
武
第
二
副
会

長
の
閉
宴
の
あ
い
さ
つ
に
よ
り
、

懇
親
会
も
幕
と
な
り
ま
し
た
。 

（Ｌ 

田
中
克
己 

記
） 
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暖
冬
の
影
響
で
例
年
よ
り
１
週

間
ほ
ど
早
く
桜
の
開
花
宣
言
さ
れ

た
が
、
３
月
下
旬
か
ら
の
冷
え
込

み
に
よ
っ
て
満
開
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。 

四
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
み

ろ
く
桜
ま
つ
り
」
は
散
り
初
め
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。 

 

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
風
情
の
な

か
で
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
主
催
し
、
香
川
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
が
行
う
献
血
運
動
の
支

援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
今
回
は
「
さ
ぬ
き
市
商

工
会
青
年
部
」
「
さ
ぬ
き
市
国

保
・
健
康
課
」
に
共
催
し
て
い
た

だ
き
「
献
血
」
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ご
協
力
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

献
血
会
場
で
は
、
献
血
に
来
ら

れ

た

方

に

ラ

イ

オ

ン

ズ

か

ら

「
卵
」
一
パ
ッ
ク
と
献
血
の
呼
び

か
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
【
つ
な
げ
よ

う 

心
と
命
・
献
血
で
】
を
手
渡
し
、

善
意
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
献
血
の

大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。 

実
施
は
上
記
の
と

お
り
で
す
。 

 

採
血
は
４
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で

し
た
。 

   

 

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
献
血
呼
び
か

け
、
そ
の
成
果
に
少
し
不
安
を
抱

え
な
が
ら
の
実
施
で
し
た
が
、
予

想
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
出
来
、
関
係
者
一
同
大
変
喜
ん

で
お
り
ま
す
。 

 

善
意
の
「
献
血
」
に
ご
協
力
、

心
か
ら

お
礼
を

申
し
上

げ
ま
す
。

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。 

今
回
の

献
血
支

援
活
動
に
参
加
ご
協
力
い
た
だ
い

た
ク
ラ
ブ
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

Ｌ 

中
川 

宜
興
、
Ｌ 

冨
田 

義
雄 

Ｌ 

三
木 

啓
司
、
Ｌ 

松
井 

正
成 

Ｌ 

佐
藤 

邦
明
、
Ｌ 

中
村 

聖
二 

Ｌ 

六
車 

兌
、 

Ｌ 

十
河 

清
隆 

Ｌ 

森
川 

康
生
、
Ｌ 

池
田 

肇 

一
〇
名
で
、
延
べ
六
十
時
間
の
労

働
ア
ク
ト
で
し 

た
。
大
変
ご
苦 

労
様
で
し
た
。 

 
 

   

 受付者数 献血者数 
400 ﾐﾘﾘｯﾄﾙ  ７８名 ５３名 
成分献血 ０名 ０名 
  計 ７８名 ５３名 

献血ﾏｽｺｯﾄ 
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日 

時 

平
成
二
一
年
三
月
二
八
日 

午
前
九
時
～
十
一
時 

清
掃
場
所 

み
ろ
く
公
園
進
入
路 

主 

催 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

協 

力 

大
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア

大
川 

地
域
活
性
化
の
一
大
行
事
と
し
て

み
ろ
く
公
園
で
開
催
さ
れ
る
『
み

ろ
く
桜
ま
つ
り
』
に
こ
ら
れ
る
お

客
様
を
気
持
ち
良
く
お
迎
え
・
さ

ら
に
は
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
な
く

し
ょ
う
と
、
環
境
美
化
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。 

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

ご
協
力
を
戴
い
た
方
は
総
勢
約
五

十
名(

う
ち
Ｌ
Ｃ
十
四
名)

で
し
た
。 

古
タ
イ
ヤ
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど

の
不
法
投
棄
、
ポ
イ
捨
て
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど
刈
草
を

含
め
二
ト
ン
車
に
２
台
の
ゴ
ミ
を

収
集
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
は

ポ
イ
捨
て
の
多
さ
や
不
法
投
棄
物

に
腹
を
立
て
な
が
ら
も
、
拾
う
ご

と
に
自
然
環
境
の
美
し
さ
が
取
り

戻
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
、
喜
び
を

感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ア
ヒ
ル
も
綺
麗
に
な
っ

た
公
園
に
一
安
心
！ 
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去
る
二
月
十
一
日
、
高
松
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
五
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
山
里
深
き
「
菅
沢
地

区
八
十
八
ヶ
所
石
仏
の
伝
承
と
由
来

の
碑
｝
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

【
経 

緯
】
過
疎
化
が
進
む
高

松
市
菅
沢
地
区
に
ミ
ニ
八
十
八
ヶ

所
の
石
仏
が
あ
り
、
ま
た
山
頂
に

は
薬
師
堂
も
祀
ら
れ
て
い
る
。 

◇ 

大
変
素
晴
ら
し
い
遺

産
が
地
元
有
志
の
方
が
大

切
に
守
っ
て
き
た
が
、
参

道
な
ど
が
台
風
等
の
被
害

に
よ
り
、
せ
っ
か
く
の

遺
産
維
持
が
困
難
に
な

る
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
、
会
員

か
ら
定
例
会
に
話
が
上
っ

た
。 

 

◇ 

高
松
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
何
か
お
手
伝
い
出
来

な
い
か
と
地
元
有
志
一
同
と
相
談

し
、
現
地
へ
数
回
足
を
運
ん
だ
。 

◇ 

整
備
に
は
数
年
か
か
る
か
も
わ

か
ら
な
い
が
、
順
次
整
備
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
、
三
年
前
に
決
定
。 

◇ 

整
備
に
あ
た
り
、
山
林
地
権
者

と
地
元
自
治
会
と
の
間
に
、
永
久

使
用
契
約
が
結
ば
れ
た
。 

◇ 

高
松
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ
の
五
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
【
菅
沢

地
区
八
十
八
ヶ

所
石
仏
の
碑
】

が
建
立
さ
れ
、

除
幕
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

◇ 
除
幕
式
に
は
、

ゾ
ー
ン
の
ク
ラ

ブ
か
ら
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、

中
川
宜
興
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

◇
高
松
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ
で
は
、

「
地
域
に
密
着
し
た
奉
仕
活
動
」

「
地
域
と
共
に
力

を
合
わ
せ
た
奉

仕
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
【
町
お
こ
し
・

地
域
興
し
】
の
取

り
組
ん
で
い
る
姿

勢
に
感
心
し
ま
し
た
。 

（
中
川
宜
興 

記
） 

会
員
増
強
や

ク
ラ
ブ
運
営

に
尽
力
し
た

功
績
と
し
て
、 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会

本
部
か
ら
、 

こ
の
ほ
ど
前
会
長 

Ｌ
冨
田
義
雄

氏
に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
キ
ー
賞
が
、

さ
ら
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３

３
６
―
Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
よ

り
、
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
八
年
度

会
員
優
秀
ラ
ペ
ル
・
ピ
ン
が
届
き
、

三
月
の
第
一
回
定
例
会
の
席
で
中

川
宜
興
会
長
よ
り
伝
授
さ
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

     
      

国
際
協
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

こ
の
キ
ー
賞
を
受
け
る
ラ
イ
オ
ン
は
、

少
な
く
と
も
二
人
の
新
会
員
へ
の
ラ
イ

オ
ニ
ズ
ム
紹
介
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

 

公
式
の
贈
呈
式
は
、
簡
単
で
、
印
象

的
な
も
の
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
理
想

的
に
は
、
国
際
協
会
の
役
員
及
び
理
事

も
、
世
界
中
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
共
に
、

協
会
の
会
員
増
強
と
発
展
に
貢
献
し
て

い
る
キ
ー
賞
受
賞
者
に
、
心
か
ら
お
祝

い
の
意
を
表
し
て
い
る
。
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Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 

メンバーシ
ップキー賞 ラベル・ピン 



  

当
ク
ラ
ブ
か
ら
推
薦
・
申
請
し
て
い
た
『
Ｌ 

丸
山
尚

男
』
の
終
身
会
員
と
し
て
の
、
資
格
が
国
際
協
会
理
事

会
で
承
認
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際

協
会 

ア
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ル
会
長
か
ら
、
終
身
会
員
タ
ブ
、

終
身
会
員
証
書
な
ら
び
に
終
身
会
員
カ
ー
ド
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。 

 
 

     

こ
の
こ
と
を
三
月
の
第
一
回

定
例
会
で
中
川
宜
興
会
長
が
出

席
者
に
報
告
す
る
と
共
に
、
み

ん
な
で
Ｌ 

丸
山
尚
男
氏
の
功
績

を
称
え
ま
し
た
。 

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

      

国
際
協
会
国
際
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 

 

※
国
際
協
会
国
際
会
長
か
ら
は
、
「
今
後
も
さ
ら
に
奉
仕
で
奇
跡
を
呼
び
起

こ
そ
う
と
言
う
私
た
ち
の
熱
意
を
拡
げ
ま
し
ょ
う
」
期
待
と
激
励
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

Ｌ 丸山 尚男 

初心に返って ウィサーブ 
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ドネーション 
 第１０７９回 定 例 会                     Ｈ．２１．３．０６ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 山 下 泰 司 
Ｌ 阿 部 信 行 
Ｌ 国 方 弘  

  Ｌ 六 車 兌 
 
Ｌ 冨 田 義 雄 

  
Ｌ 入 谷 武 
 
Ｌ 松 原 典 士 
 
Ｌ 森 川 康 生 
 
 
 
 
Ｌ 安 松 均 
 
 
Ｌ 中 川 宜 興 
 

 

３月生まれの方々おめでとうございます。 
弥生の名にふさわしい暖かさとなりました。皆様の健康に乾杯！ 
元気でライオンズの定例会に出席出来ることに感謝して。 
この度、孫が高松工業高等専門学校機械科に合格したことを祝して。 

合格おめでとうございます。 
会員皆様のご協力のもと、メンバーシップキー賞並びに会員優秀賞ラペル・

ピンを頂いたことに感謝して。         おめでとうございます。 
Ｌ冨田義雄氏の会員優秀ラペル・ピン受賞おめでとうございます。 
３月生まれの各ライオンの皆様おめでとうございます。 
Ｌ冨田義雄氏のメンバーシップキー賞並び2007から2008年度の会員優秀ラペ

ル・ピン受賞おめでとうございます。今後益々のご活躍を祈念して。 
3月生まれのライオンの皆様おめでとうございます。 
ライオンの皆様の温かいお見舞い誠にありがとうございました。2月17日から

眼の手術のため(黄変円孔)9日ほど入院しておりましたが、手術は成功し、経

過も順調に回復しており、大変喜んでおります。ＣＳＦⅡキャンペーンの意

義を痛感いたしました。 
我が家が新築落成いたしました。いろいろな方からお祝いを頂き、また、友

達の応援で無事落成祝の宴席を催すことが出来ました。 
新築落成おめでとうございます。 

前会長Ｌ冨田義雄氏のメンバーシップキー賞並び2007から2008年度の会員優

秀ラペル・ピン受賞おめでとうございます。今後益々のご活躍を祈念して。 
 

 
 第１０８０回 定 例 会                     Ｈ．２１．３．２０ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 十 河 清 隆 
 
Ｌ 中 村 聖 二 
 
Ｌ 冨 田 義 雄 

  
  Ｌ 山 下 泰 司 

 
Ｌ 松 井 博 之 
Ｌ 国 方  弘 

 Ｌ 村 尾 良 明 

「いつまでもあると思うな親と金」「ないと思うな運と災難」。 
人生、時には良いこともあるもんだ！！ 
３月２８日のみろく公園の清掃奉仕活動及び４月５日の献血サポーター運動

に、多くの会員が参加されることを願って。 
志度ライオンズクラブ木村会長並びに野崎家族会実行委員長の例会訪問に感

謝して。 
初めて二胡を聞かせていただきました。二胡演奏の“連仲友先生”ありがと

うございました。 
孫二人が神戸と京都の大学に合格しました。大学合格おめでとうございます 
皆さんの毎回のドネーションに感謝して。 
志度ＬＣ様からのゾーン家族会のご案内ありがとうございます。 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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Ｌ 田 中 克 己 
Ｌ 六 車  兌 
 
 
Ｌ 阿 部 信 行 
 
Ｌ 石 井 利 夫 
 
Ｌ 森 川 康 生 
 
Ｌ 十 河 直 
Ｌ 鶴 居 健 
 
 
Ｌ 安 西  勝 
 
Ｌ 尾 崎 正 一 

 Ｌ 白 井 貞 男 
   
Ｌ 井 上 信 行 
 
Ｌ 入 谷 武 
 
 
Ｌ 松 原 典 士 

 
 
 
Ｌ 中 川 宜 興 
 
 

志度ライオンズク

ラブ 
 

ＷＢＣ・侍ジャパンの勝利(優勝)を信じて、前祝いでカンパイ！ 
志度ライオンズクラブから、ゾーン家族会ご案内に会長Ｌ木村政昭氏、財務

委員長Ｌ野崎正信氏の例会訪問誠にご苦労様です。 
また、中国民族楽器二胡による演奏に感謝して。 
春宵一刻千金・今宵は二胡の調べに酔い、うま酒によい、まさに一刻千金で

す。 
木村政昭志度ＬＣ会長様、野崎正信３ゾーン年次会(家族会)実行委員長のご来

訪を歓迎して。 
二胡の調べにうっとりと、ひとときを過ごさせていただきました。大変感動

しました。二胡演奏の“連仲友先生”誠にありがとうございました。 
二胡演奏をたのしく聞かせていただきました。 
志度ＬＣ木村会長様、３Ｚ年次会(家族会)野崎実行委員長の第４１回年次会ご

案内に感謝します。 
二胡演奏・連仲友様、美しいメロディに心を癒されました。 
志度ＬＣ木村政昭会長、３Ｚ年次会実行委員長野崎正信様のご来訪に、また

、二胡演奏者・連仲友様に感謝して。 
連仲友様の二胡演奏の素晴らしさに感動しました。 
例会、長期欠席いたし失礼いたしました。 

お元気なお姿に会員一同喜んでいます。 
二胡演奏者の連仲友様に感謝して 
志度ＬＣ木村政昭会長、野崎政野信年次会実行委員長の来訪を歓迎して。 
孫が高校受験に合格しましたのでドネーションさせていただきます。 
二胡の演奏に癒されるとともに感動しました。 

高校合格おめでとうございます。

今朝、入谷ライオンと長尾ライオンズクラブのシンボル大鉢山へ国旗を掲揚

しました。祝・祭日には各家庭でも国旗を揚げましょう。 
志度ライオンズクラブ会長Ｌ木村政昭氏、ゾーン年次会(家族会)実行委員長Ｌ

野崎正信氏の例会訪問を歓迎して。 
木村政昭志度ＬＣ会長、ゾーン年次会実行委員長野崎正信様の第４１回年次

会ご案内に感謝して。 
二胡演奏者・連仲友様の出演に感謝申し上げます。 
志度ライオンズクラブ木村政昭会長、ゾーン年次会実行委員長野崎正信様が 
第４１回３ゾーン年次会の案内のため、例会訪問されドネーションされまし

た。   ありがとうございました。年次会の盛会をお祈り申し上げます。 
 

 
 第１０８１回 定 例 会                     Ｈ．２１．４ ．０３ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
 選挙会、花見例会・ビール銘柄当て会のため、ドネーションなし。 
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 第１０８２回 定 例 会                      Ｈ．２１．４ ．１７ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 中 桐 義 人 
 
Ｌ 中 村 聖 二 
Ｌ 冨 田 義 雄 
Ｌ 山 下 泰 司 
 
Ｌ 安 西 勝 
Ｌ 井 上 信 明 
 
 
Ｌ 国 方   弘 
Ｌ 多 田 敏 雄 
Ｌ 土 草 繁 夫 
 
Ｌ 鶴 居 健 
 
 
Ｌ 松 井 正 成 
 
Ｌ 六 車 誠 司 
Ｌ 村 尾 良 明 
Ｌ 森 川 康 生 
 
 
 
Ｌ 羽 床 勝 利 
 
 
Ｌ 入 谷  武 
 
Ｌ 尾 崎 正 一 
 
Ｌ 十 河 信 義 
Ｌ 松 原 典 士 
 
 
Ｌ 中 川 宜 興 

ユリ・リーさんの定例会での講演に感謝します。カナダ国が楽しく学べまし

た。 
ユリ・リーさんの未来のご活躍を祈念して。 
ユリ・リーさんの定例会でのスピーチに感謝申し上げます。 
４月誕生のライオンの方おめでとうございます。 
国際交流ユリ・リーさん、ご講演ありがとうございました。 
国際交流としてのユリ・リーさんの講演に感謝して。 
第５５回３３６－Ａ地区年次大会で、中川会長並びに十河信義ライオンが演

壇上で表彰されたことを祝して(４月１２日、坂出市) 
ユリ・リーさんの国際交流講演に感謝して・ 
度重なる皆様方のドネーションに感謝して。 
ユリ・リーさんのお話に感謝して。 
２１年３月２５日、志度カントリクラブにおいて開催された４Ｒ－３Ｚ親睦

ゴルフ大会において個人優勝しました。    優勝おめでとうございます 
第５５回地区年次大会で(坂出市)長尾ライオンズクラブが多くのガバナーズア

ワードの受賞おめでとうございます。 
ユリ・リーさんの講演に感謝して。 
３月２８日のみろく公園進入路の清掃活動に大勢のライオンに参加いただき

キレイになりました。地元としてお礼申し上げます有り難うございました。

ユリ・リーさんの講演に感謝して。 
第５５回地区年次大会での数々の受賞を祝して。 
４月生まれのライオンの方お誕生日おめでとうございます。 
国際交流としてのユリ・リーさん(カナダ国籍)の講演「カナダの文化紹介」、

有り難うございました。今後ともカナダと日本の架け橋としてご活躍を期待

申し上げます。 
長尾バイパス沿いの給油所を４月１５日をもって閉店いたしました。長らく

の御愛顧に感謝申し上げます。今後は造田宮西に給油所のみで営業いたしま

す。お引き立ての程宜しくお願い申し上げます。 
４月生まれのライオンおめでとうございます。 
ユリ・リーさんの講演に感謝して。 
ユリ・リーさん、ご講演ありがとうございます。今後ますます国際交流での

ご活躍を祈念申し上げます。 
第５５回地区年次大会で連続例会出席(９７４回)表彰を受けましたので。 
４Ｒ－３Ｚの５ＬＣ合同アクティビティとして、前山おへんろ交流サロン前

に「結願の道」の石碑が建てられ、４月２６日１０時から除幕式が執り行わ

れます。会員の皆様の参列をお願い申し上げます。 
第 55 回地区年次大会でのクラブ特別功労賞を受賞、会員の皆様に感謝して。 

   

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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五
月
の
行
事
予
定 

   

一
日
（
金
） 

五
月
理
事
会
・
第
一
例
会
・
誕
生
会 

 
 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

八
日
（
金
） 

五
月
運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

九
日
（
土
） 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
家
族
会 

 
 
 
 

有
馬
温
泉
方
面
旅
行 

十
五
日
（
金
） 

五
月
理
事
会
・
第
二
例
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

十
七
日
（
日
） 

３
ゾ
ー
ン
年
次
会
（
家
族
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

真 

珠 

荘 

・ 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
＝
志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
松
国
際
ホ
テ
ル 

二
十
二
日
（
金
） 

五
月
事
業
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

二
十
三
日(

土)

～
二
十
四
日(

日)  
 
 

３
３
６
複
合
地
区 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
十
五
回
年
次
大
会 

 
 
 

式
典
‥
‥
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

記
念
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

鬼
の
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

三
十
一
日
（
日
） 

４
Ｒ
・
５
Ｒ 

現
・
次
期
地
区
役
員
、
委
員
交
流
会 

高
松
国
際
ホ
テ
ル 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

六
月
の
行
事
予
定 

   

三
日
（
水
） 

第
四
回
献
血
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動 

 
 
 
 
 
 
 

寒
川
町
公
民
館 

五
日
（
金
） 

六
月
理
事
会
・
第
一
例
会
・
誕
生
会 

 
 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

七
日
（
日
） 

次
期
ク
ラ
ブ
三
役
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル 

十
二
日
（
金
） 

六
月
運
営
委
員
会
（
引
き
継)  

 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

十
三
日
（
土
） 

第
四
回
Ｐ
Ｒ･

ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報･

大
会
参
加
委
員
会 

 
 

松
山
市 

十
四
日
（
日
） 

第
五
回
献
血
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動 

二
十
四
回
シ
ョ
ウ
ブ
ま
つ
り
会
場 

十
九
日
（
金
） 

ク
ラ
ブ
年
次
会(

引
継
例
会)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

二
〇
日
（
日
） 

次
期
準
備
理
事
会
・
顧
問
会
（
予
定 

） 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

二
十
六
日
（
金
）
六
月
事
業
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

二
十
七
日
（
土
）
４
Ｒ
現･

次
期
役
員･

委
員
引
継
会 

 
 
 
 
 
 
 

第
四
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会 

 
 
 
 

高
松
国
際
ホ
テ
ル 

 

※ 

毎
月
、
第
二
金
曜
日
は
運
営
委
員
会
を
、
第
四
金
曜
日
に
は
事
業
委
員
会
を
開
催 

※
詳
細
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

     

初心に返って ウィサーブ 
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【
三
月
の
誕
生
者
】 

【
誕
生
石
】
サ
ン
ゴ 

 
 
 

聡
明
、
長
寿
、
幸
福 

【
誕
生
花
と
花
こ
と
ば
】 

二 

日
・
田
中 

克
己 

 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
＝
安
ら
ぎ 

十
一
日
・
中
川 

秀
子 

 

ゆ
き
や
な
ぎ
＝
殊
勝 

 

十
五
日
・
林 

淳
子 

 
 
 

さ
ん
た
ん
か
＝
謹
厳
、
張
切
る 

十
九
日
・
佐
藤 

敬
一
郎 

 

ベ
ロ
ペ
ロ
ネ
＝
ひ
ょ
う
き
ん
な 

 

二
十
日
・
田
中 

清
美 

み
つ
た
ま=

意
外
な
思
い 

 

二
十
三
日
・
白
井 

き
み
子 

 
 
 
 

ベ
ル
ゲ
ニ
ア=

順
応
す
る 

二
十
九
日
・
冨
田 

勝
義 

ア
リ
ッ
サ
ム
＝
美
し
さ
を
超
え
た

価
値
、
優
美 

 

三
十
一
日
・
寒
川 

正
行 

 
 
 
 

は
ま
か
ん
ざ
し
＝
同
情
、
可
憐
、

共
感 

 
 

 
 

【
四
月
の
誕
生
者
】 

【
誕
生
石
】
ダ
イ
ア
モ
ン
ド 

 
 
 
 

清
浄
無
垢 

【
誕
生
花
と
花
こ
と
ば
】 

三 

日
・
中
村 

聖
二
、
多
田 

千
代
栄 

 

ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
＝
決
心
、
安
楽
、

追
憶
、
友
情 

十
三
日
・
名
倉 

道
代 

い
ち
ご
＝
誘
惑
、
甘
い
香
り 

十
四
日
・
寒
川 

千
恵
子 

 
 

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
＝
節
制 

十
七
日
・
田
中 

直
樹 

 

ラ
ー
ク
ス
パ
ー
＝
思
私
の
心
を
読

ん
で
く
だ
さ
い
、
信
頼
、

軽
快 

二
十
日
・
土
草 

繁
夫
、
鶴
居 

聖
子 

 

か
い
ど
う
＝
温
和
、
美
人
の
眠
り 

二
十
二
日
・
為
国 

真
理 

 
 
 
 

こ
で
ま
り
＝
優
雅
、
品
位
、
努
力

す
る 

二
十
四
日
・
佐
藤 

清
美 

 

む
れ
す
ず
め
＝
集
い 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《 

俳 

句 

》 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｌ  
鶴 

居 
 

健 
 

行
く
春
や
ま
だ
定
ま
ら
ぬ
死
生
感 

 
 

 

美
し
く
老
い
た
き
も
の
よ
新
茶
汲
む 

  
 

人
生
を
決
め
し
一
書
や
黴
匂
ふ 

     

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！ 
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懸 

命 
 

谷
間
の 

白
百
合
の
花
は 

だ
れ
に
も 

見
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
が 

                    

少
し
の
か
け
ひ
き
も
な
く 

精
い
っ
ぱ
い 

い
の
ち
い
っ
ぱ
い
の 

美
し
さ
で 

懸
命
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

（
一
九
八
六
年
五
月
三
一
日
） 

 

サ
ク
ラ
は
、 

散
り
行
く
姿
は
「
花
吹
雪
」
「
飛
花
」
。 

散
っ
た
花
び
ら
が
水
に
流
れ
ゆ
く
姿
は
「
花

筏
」
。 

散
っ
た
後
に
は
「
桜
蕊
（
サ
ク
ラ
シ

ベ
）
」
。 

そ
し
て
「
葉
桜
」
…
…
… 

 

桜
蕊
は
散
る
と
は
言
わ
ず
、
降
る
と
い
う

表
現
だ
そ
う
で
す
。 

サ
ク
ラ
シ
ベ
が
降
る

道
…
…
。 

 

そ
れ
は
春
か
ら
夏
へ
と
移
り
ゆ
く
道
で
す
。 

  

草
木
も
茂
り
、
そ
の
色
は
一
段
と
深
み
を

増
し
て
ゆ
き
ま
す
。 

萌
え
出
た
ば
か
り
柔
ら
か
な
木
の
芽
は
萌
葱

色
。
草
た
ち
は
若
草
色
。 

 

そ
れ
が
若
葉
色
、
若
緑
、
苗
色
、
そ
し
て

深
緑
へ
と
、
野
山
は
緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

を
描
い
て
い
き
ま
す
。 

「
風
薫
る
」
・
青
々
と
し
た
新
緑
の
間
を
渡

っ
て
く
る
風
…
…
。
新
緑
の
若
葉
が
揺
れ
る

木
々
は
、
生
命
が
イ
キ
イ
キ
と
み
な
ぎ
っ
て

い
る
。 

目
で
、
色
で
、
風
で
、
肌
で
感
じ
る
季

節
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
月
を
彩
る
花
と
言
え
ば
「
躑
躅
（
つ

つ
じ
）
」
が
あ
り
ま
す
。 

「
山
つ
つ
じ
」
」
「
三
つ
葉
つ
つ
じ
」

「
れ
ん
げ
つ
つ
じ
」
「
お
ん
つ
つ
じ
」
…
…

日
本
に
自
生
す
る
も
の
だ
け
で
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。 

「
躑
躅
」
と
い
う
漢
語
は
「
て
き
ち
ょ

く
」
と
も
読
み
、
足
踏
み
し
た
り
、
立
ち
止

ま
っ
た
り
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

咲
き
誇
っ
て
い
る
姿
の
見
事
さ
に
思
わ

ず
足
を
止
め
て
し
ま
う
花
…
…
。 

あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
時
間
。 

ふ
と
立
ち
止
ま
り
、
忘
れ
て
い
た
大
切

な
も
の
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
か
も
…
… 

 

れ
ん
げ
つ
つ
じ
・
四
阿
山
に
て
。 

 

発 

行 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 

〒 

７
６
９
―
２
３
０
１ 

 
 
 
 

 

香
川
県
さ
ぬ
き
市
長
尾
東
九
一
四
ー
一 

℡ 

０
８
７
９･

５
２･

５
８
０
０ 

FAX

０
８
７
９･

５
３･

２
０
９
８ 

発
行
人 

会
長
・
中 

川 

宜 

興 
       

  

幹
事
・
松 

原 

典 

士 

編 

集 

Ｐ
Ｒ
・
情
報
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会 

発
行
日 

平
成
二
十
一
年
五
月 

一 

日 

ホームページアドレス http://www.nagaolc.jp/ 

編 

集 

後 

記 

 

 
【
一
言
】 


